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■

□人事（５月１日付）
客員研究員　成恩美（民主労働党・進歩政治研究

所　2006年７月31日まで）

□刊行物
『大原社会問題研究所雑誌』570号（2006年５月）

『日本労働運動資料集成』第２回配本（第Ⅴ巻，

第Ⅵ巻，第Ⅷ巻），旬報社

『日本労働年鑑』第75集（2005年度版，旬報社）

『大原社会問題研究所雑誌』571号（2006年６月）

□図書受入（５月）

□図書受入（６月）

□閲覧サービス（５月）
閲覧

開館日数　　　 24日

閲覧人員　　　 24名

貸出図書　　　 88冊

コピーサービス

学外　　　　　 18件　　1474枚

学内　　　　　 13件　　1616枚

□閲覧サービス（６月）
閲覧

開館日数　　　 26日

閲覧人員　　　 35名

貸出図書　　　 41冊

コピーサービス

学外　　　　　 33件　　4099枚

学内　　　　　 32件 3200枚

■

□５月
２日　レクリエーションデー　通常開館

10日　戦後労働運動研究会

テーマ：「各担当年の収録資料について」

報告者：吉田健二，芹沢寿良

12日　協調会研究会

テーマ：「本年度復刻計画」

報告者：高橋彦博，梅田俊英，横関至

OISR.ORG，「学術論文E-TEXTリンク集」を

大幅に更新し，「研究論文リンク集」に名称

変更

13日　加齢過程における福祉研究会

テーマ：「八王子市における介護保険改

正への対応について」

講師：青柳光雄氏（八王子市健康福祉部

高齢者相談課長）

17日　運営委員会

議題①2005年度の研究所事業報告（含：

決算）について

②2006年度の研究所活動方針（含：

予算）について

③嘱託研究員について

④その他

23日　事務会議

見学：法政大学経済学部絵所ゼミ1年生6名

24日　研究員会議

月例研究会

テーマ：「IT化の進展と『仕事機会』の

関係─『プロジェクト的な働き

方』についての一考察」

報告者：江頭説子

戦後労働運動研究会

テーマ：「各担当年の収録資料について」

報告者：吉田健二，芹沢寿良

29日　B3書庫電動書架，故障による修理

□６月
５日　戦後社会運動史研究会

テーマ：「産別会議の結成をめぐる諸問

題」

報告者：山田敬男氏（現代史研究者）

７日　『大原社会問題研究所雑誌』編集委員会

法政大学大原社会問題研究所

（2006.5.1～6.30）
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戦後労働運動研究会

テーマ：「各担当年の収録資料について」

報告者：芹沢寿良，川崎忠文

８日　経済資料協議会（於：中央大学，土屋広康

参加，～９日）

16日　見学来所：稲木弘氏（愛知県勤労会館労働

図書資料室長）

協調会研究会

テーマ：「本年度復刻計画」

報告者：高橋彦博，梅田俊英，横関至

17日　『労働組合の組織拡大戦略』出版記念公開

研究会

「『労働組合の組織拡大戦略』を読んで」，

高橋均氏（日本労働組合総連合会（連合）

副事務局長），「組織拡大の現場からの報

告」西川聡氏（ＵＩゼンセン同盟イオン

労働組合組織担当リーダー）・二宮誠氏

（ＵＩゼンセン同盟組織局長）

21日　運営委員会

議題①研究開発センターの方針と大原社

会問題研究所社会問題研究所の対

応について

②次期所長について

③その他

戦後労働運動研究会

テーマ：「各担当年の収録資料について」

報告者：川崎忠文，鈴木玲

27日　事務会議

28日　研究員会議

月例研究会

テーマ：「フランスの移民事情」

報告者：佐伯哲朗
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